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研究成果の概要（和文）：　気質特徴に合った親子ふれあい遊びを体験すると，従来の親子ふれあい遊び体験と
同様に養育者の育児に対する漠然とした不安は下がり，育児自己効力感は高まること，日常生活への取り入れる
ことの難しさを感じることなく，より多面的に子どもについて考えるようになることが明らかとなった．また，
気質特徴に合った親子ふれあい遊びは，対面実施形式，オンライン実施形式，対面実施形式を参考にオンライン
実施形式に修正を加えたオンライン修正実施形式の実施形式によらず，育児に対する漠然とした不安は低下させ
るが，対面実施群のみが子どもへの忌避感情といった育児不安を低下させ，育児自己効力感を向上させることが
明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：　Parents and children experienced a parent-child interaction exercise 
program suited to the child's temperament. The results indicated that the vague anxieties of 
caregivers towards parenting decreased, and their sense of self-efficacy in parenting increased 
after the program, similar to a traditional parent-child interaction exercise program. Moreover, the
 caregivers were able to consider their children multifacetedly without feeling difficulties in 
incorporating the parent-child interaction exercise into their daily life. 
　Furthermore, vague anxieties about parenting decreased regardless of the format of parent-child 
interaction exercise suited to the child's temperament: face-to-face, online, or a revised online 
format based on the face-to-face format. However, only the group that experienced the face-to-face 
format decreased their parenting anxiety, including the aversion to the child, and experienced an 
increase in the sense of parenting self-efficacy.

研究分野： 発達心理学，臨床心理学

キーワード： 気質　幼児　親子ふれあい遊び　育児不安　育児自己効力感　育児認識　オンライン

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　養育者が子どもとの間で日常的に行っている育児行動である親子ふれあい遊びに着目し，活動性が高くなる年
齢の高い子どもにも容易に用いることが出来る介入方法という点，養育者の育児自己効力感を高め，養育者の育
児不安を低減する，子どもの気質特徴に合った育児支援のためのより有効なプログラムを提供できる．
　子どもへの関わりに悩み，育児不安を抱える養育者を支援することが可能な効果的な育児支援プログラムの提
供，普及が可能となる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 本研究に関連する国内・国外の研究動向 
養育者が扱いにくいと認知する子どもの特徴は気質特徴によって記述でき（庄司，1999；2000），

乳幼児期において扱いにくい気質特徴を示す子どもであった場合，母親の育児不安は高まる（水
野，1998）．つまり，養育者が子どもの気質特徴を理解した上で適切な対応が出来ることは，養
育者の育児不安を低下させ，健全な愛着形成を促進させるだけでなく，子どもの健全な発達のた
めにも重要であると考えられる． 
 

(2) これまでの研究成果，着想に至った経緯 
研究代表者らは，子育てをめぐる不安（育児不安）やストレスに影響を与える要因として子ど

もの気質特徴に着目し（武井他，2007），養育者の育児不安を低減するためには気質特徴に合っ
た育児行動が出来るという育児自己効力感を高めることが重要であることを明らかにした（武
井他，2008）．さらにこの知見を実践の場で検証するために，気質特徴に合った 12 種類のベビ
ーマッサージプログラムを開発し，気質特徴に合ったベビーマッサージの実践が，子どもを理解
することを助け，育児における子どもへの関わりを考えるきっかけになること，気質特徴に合っ
た具体的な関わり方はベビーマッサージを通して助言することが，育児をする上での気づきや
積極的な育児行動につながるなど有効性を確認した（武井他，2016；2021ab）．しかし，ベビー
マッサージは日常的に行う育児行動ではないこと，活動レベルが高まる 1 歳後半以降になると
行うことが難しいなどの課題があった．そこでより日常生活に組み入れやすく，幼児期以降も継
続できるプログラムの開発が必要であるとの着想に至った． 
 
２．研究の目的 
 育児をする上での養育者の育児自己効力感を高め，育児不安を低減する子どもの気質特徴に
合った親子ふれあい遊びプログラムを開発し，その実践と普及のためのパンフレットを作成し，
効果検証をおこなうことによって，育児支援のための具体的方策として提案することをめざす． 
 
３．研究の方法 
2014 年度から行っている気質特徴に合ったベビーマッサージプログラムの開発および効果検

証で用いた調査フィールドと調査手法を用いて研究をすすめた． 
 

(1) 2017 年度 気質特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムの作成および予備調査 
武井（2016；2021ab），門田（2017）や奥富（2014）の研究結果を参考に，子どもの気質特徴

に合った親子ふれあい遊びプログラムの内容を考案した．その後，プログラムの妥当性を検証す
るために，4 歳までの幼児と養育者を対象とし，調査を実施した．母親が気質質問紙に回答後，
気質特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムを実施した．プログラムの実施直後および 1 ヶ
月後にアンケートを行った．アンケートで得た内容をもとにプログラムを修正した． 
 

(2) 2018 年度および 2019 年度 気質特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムの効果検証 
2017 年度に作成した気質特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムの介入効果の検証を行っ

た．4 歳までの幼児と養育者を対象とし，調査を実施した．養育者が気質質問紙に回答後，気質
特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムを実施した．プログラムの実施直後および 1 ヶ月後
にアンケートを行った．アンケートで得た内容で効果を検証した．子どもの気質特徴に合った親
子ふれあい遊びプログラムを完成し，その実践と普及のためのパンフレットを作成した． 
 

(3) 2020 年度及び 2021年度 オンライン実施による気質特徴に合った親子ふれあい遊びプログ
ラムの開発 

 2019 年度末から全国的に拡大した，新型コロナウイルス感染症により，研究計画を一部変更
した．2019 年度まで実施してきた対面実施形式だけでなく，気質特徴に合った親子ふれあい遊
びプログラムのオンライン実施形式を考案し，効果を検証した．2021 年度は，2020 年度の調査
結果をもとに，2020 年度に実施したオンライン実施形式の気質特徴に合った親子ふれあい遊び
プログラムに修正を加えたオンライン修正実施形式で調査を実施し，効果を検証した．4歳まで
の幼児と養育者を対象とし，調査を実施した．養育者が気質質問紙に回答後，オンライン修正実
施形式で気質特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムを実施した．プログラムの実施直後お
よび 1 ヶ月後にアンケートを行った．アンケートで得た内容で効果を検証した．2020 年度，
2021 年度の調査結果より，オンライン実施形式での子どもの気質特徴に合ったした親子ふれあ
い遊びプログラムの有効性を明らかにした． 
 
(4) 2022 年度 対面実施による気質特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムの効果検証 
 2021 年度までの調査結果を踏まえ，気質特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムを対面で
実施し，調査を実施した．4歳までの幼児と養育者を対象とし，調査を実施した．養育者が気質



質問紙に回答後，気質特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムを対面で実施した．プログラム
の実施直後および 1 ヶ月後にアンケートを行った．アンケートで得た内容で効果を検証した． 
 

表 1 プログラムの実施場所と手続き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
４．研究成果 
（1）子どもの気質特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムの開発と効果検証 
気質特徴に合った親子ふれあい遊び体験が養育者の育児不安や育児自己効力感にどのような

影響を与えるのか，どのような育児認識と関連しているのかについて，従来の親子ふれあい遊び
体験との比較によって明らかにし，子どもの気質特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムの
有効性を検証した．結果，どちらの親子ふれあい遊びを体験しても，育児に対する漠然とした不
安は下がり，育児自己効力感は高まること，子どもや養育者への効果を実感していることが明ら
かとなった．一方，養育者の育児不安への効果は，従来の親子ふれあい遊び体験と子どもの気質
特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムでは異なっており，子どもの気質特徴に合った親子
ふれあい遊びプログラムでは，日常生活への取り入れることの難しさを感じることなく，より多
面的に子どもについて考えるようになっていた．気質特徴に合った親子ふれあい遊びは，従来の
親子ふれあい遊びと比較して，日常生活に取り入れられる可能性が高く，養育者が育児をする上
でより有効な育児支援プログラムの 1つになると考えられる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 作成した気質特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムを紹介するパンフレットの一部 
 
(2) オンライン実施形式での子どもの気質特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムの開発

と効果検証 
2019 年度末から全国的に拡大した，新型コロナウイルス感染症により，研究計画を変更した．

気質特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムをオンライン形式で実施し，効果を検証した．気
質特徴に合った親子ふれあい遊びを，対面実施形式，オンライン実施形式，対面実施形式を参考
にオンライン実施形式に修正を加えたオンライン修正実施形式で，養育者の育児不安と育児自
己効力感にどのような効果の違いがあるのかを明らかにし，オンライン実施形式での子どもの
気質特徴に合った親子ふれあい遊びプログラムの有効性を検証した．対面実施形式，オンライン
実施形式，オンライン修正実施形式の調査結果を分析した結果，実施形式によらず，育児に対す
る漠然とした不安は下がることが明らかとなった．一方，対面実施形式のみで，子どもへの忌避
感情といった育児不安が下がり，育児自己効力感が上がることが明らかとなった．気質特徴に合
った親子ふれあい遊びは，オンライン実施形式でも対面実施形式と同様に，養育者に対して効果
的な育児支援プログラムではあるが，対面実施形式と同様に養育者の育児自己効力感を高める
ようなオンライン実施形式による育児支援のプログラムを提供するためには，さらに内容につ
いての検討が必要であると考えられる． 
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